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こども週間
区
内各
地で多
彩な行事

す
べ
て
国
民
は
、

児
童
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
生
ま
れ
、

且
つ
、
育
成
さ
れ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

す
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く
そ

の
生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

児
童
福
祉
法
は
こ
の
よ
う
な
書

出
し
で
始
ま
つ
て
お
り
ま
す
。

よ
い
環
境
を
つ
く
り
、
正
し
く

の
び
の
び
と
こ
ど
も
が
育
つ
よ
う

全
国
民
が
努
力
し
、
次
の
時
代
を

背
負
つ
て
立
つ
立
派
な
国
民
に
育

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
月
五
日
は
こ
ど
も
の
日
、
こ

の
日
を
記
念
し
、
七
日
に
区
立
体

育
館
で
は
こ
ど
も
の
日
記
念
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

自
衛
隊
陸
上
中
央
音
楽
隊
が
協
力

し
て
、
は
な
や
か
な
パ
レ
ー
ド
の

花
を
開
き
、
集
つ
た
こ
ど
も
も
、

や
ん
や
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
振
興
館
で
は
母
と

こ
ど
も
大
会
が
開
か
れ
、
こ
ど
も

代
表
は
お
母
さ
ん
代
表
に
日
頃
の

御
苦
労
を
感
謝
し
て
花
束
を
お
く

り
ま
し
た
。

機
械
化
し
て
ゆ
く
土
木
事
業

シ
ヤ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
活
躍

区
土
木
課
で
は
従
来
の
荷
車
と

人
力
に
よ
る
道
路
の
補
修
工
事
な

ど
を
根
本
的
に
改
め
て
、
小
型
ト

ラ
ツ
ク
を
利
用
し
て
機
動
性
の
あ

る
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。年

々
増
加
す
る
人
口
と
、
自
動

車
台
数
の
急
激
な
増
加
に
よ
つ
て

道
路
は
ま
す
ま
す
酷
使
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
道
路
の
補
修
に
は
ぼ
う
大

な
予
算
と
時
間
を
要
し
て
お
り
ま

す
が
、
道
路
は
一
担
工
事
を
始
め

ま
す
と
、
自
動
車
の
交
通
を
じ
や

ま
し
て
、
そ
の
た
め
人
の
交
通
も

危
険
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
、
工
事
を
一
時
も
早
く
完
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
ま
都
区
道
の
簡
易
舗

装
道
は
約
八
六
二
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

破
損
度
を
一
五
%
と
し
ま
す
と
、

約
一
二
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
づ
つ
毎
年
補
修
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
が

つ
て
、
荷
車
ひ
い
て
の

補
修
工
事
で
は
、
道
路

の
破
損
に
追
わ
れ
る
ど

こ
ろ
か
、
こ
れ
の
補
修

が
間
に
合
わ
な
く
な

り
、
凸
凹
道
は
一
層
ひ

ど
く
な
つ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
補
修
工
事
を
ス
ピ

ー
ド
ア
ツ
プ
す
る
た
め

に
、
新
鋭
の
土
木
機
械

を
購
入
し
、
だ
ん
だ
ん

に
整
備
し
て
い
ま
す
。

写
真
に
あ
り
ま
す
大

き
な
シ
ヤ
ベ
ル
は
、
シ

ヤ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
ー
と

い
う
機
械
で
、
大
型
ト
ラ
ツ
ク
へ

砂
利
を
積
込
む
の
に
四
・
五
人
で

三
・
四
十
分
も
か
ゝ
つ
た
も
の
が

、
五
分
も
た
ゝ
ぬ
う
ち
に
積
込
ん

で
し
ま
う
力
を
も
つ
て
い
ま
す
。

一
か
き
一
ト
ン
半
は
軽
く
、
小
型

な
ら
二
ハ
イ
で
O
K
、
能
率
を
ぐ

ん
と
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
外
に
コ
ン

パ
ク
タ
ー
や
補
修
車
に
よ
る
道

路
修
理
パ
ト
ロ
ー
ル
と
、
次
第
に

機
械
化
し
て
い
ま
す
。

第
十
六
回

青
少
年
保
護
育
成
運
動

五
月
一
日
～
三
十
一
日

日
本
の
将
来
を
に
な
う
青
少
年

を
保
護
し
、
健
全
に
育
て
る
た
め

の
こ
の
運
動
は
、
青
少
年
問
題
協

議
会
の
主
唱
で
毎
年
行
わ
れ
、
今

年
は
十
六
回
を
迎
え
ま
し
た
。

足
立
区
の
大
半
を
受
持
つ
て
い

る
西
新
井
警
察
署
で
、昨
年
中
に

扱
つ
た
少
年
の
非
行
(
悪
い
行
い
)

は
六
一
一
人
、不
良
行
為
で
補
導

さ
れ
た
も
の
は
一
、二
七
五
人
に

も
の
ぼ
り
、
し
か
も
そ
の
内
容
は

年
々
悪
質
な
も
の
と
な
り
、
年
令

も
低
い
層
に
移
り
、
ま
た
グ
ル
ー

プ
化
し
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、す
で
に
罪
を
犯
し
た

り
、不
良
行
為
の
目
立
つ
た
少
年

だ
け
を
補
導
し
て
も
問
題
は
解
決

し
な
い
の
で
す
か
ら
、少
年
を
悪

く
す
る
有
害
な
環
境
を
取
り
除
く

た
め
に
、関
係
団
体
と
地
域
の
人

た
ち
が
、こ
の
際
、真
剣
に
考

え
、力
を
あ
わ
せ
て
、立
ち
上
つ

て
下
さ
い
、
「よ
い
町
、よ
い
子
が

よ
く
育
つ
」
(
西
新
井
警
察
署
)
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新
年
度
予
算
き
ま
る

前
年
度
よ
り
三
億
円
増
加

昭
和
三
十
五
年
度
予
算
(
一
般

会
計
の
当
初
予
算
、
同
追
加
予
算

及
び
国
民
健
康
保
険
、
質
屋
の
各

事
業
会
計
の
当
初
予
算
)
が
三
月

十
七
日
の
第
一
回
定
例
区
議
会
で

議
決
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
の
一
般
会
計
は
、
当

初
と
追
加
併
せ
て
十
三
億
八
四
九

三
万
円
で
、
前
年
度
同
期
の
予
算

と
比
較
し
ま
す
と
、
三
億
三
三
〇

万
円
の
増
加
と
な
つ
て
お
り
ま

す
。予

算
編
成
の
方
針
は
、
教
育
事

業
、
土
木
事
業
、
民
生
事
業
等
に

重
点
を
置
き
ま
し
て
、
年
度
当
初

か
ら
見
込
み
得
る
必
要
経
費
の
年

間
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
新
し
い
事
業
と
し
て
は
、
教

育
費
に
特
殊
学
令
児
対
策
の
た
め

の
特
殊
教
育
振
興
費
に
三
〇
〇
万

円
、
土
木
費
に
区
画
整
理
指
導
費

と
し
て
一
〇
六
万
円
、
民
生
事
業

費
に
児
童
遊
園
の
新
規
築
造
及
び

整
備
費
と
し
て
二
七
五
万
円
、
千

住
、
西
新
井
両
消
防
団
の
消
防
器

材
充
実
経
費
に
一
五
〇
万
円
、
そ

の
外
P
T
A
の
負
担
軽
減
費
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
の
倍
額
の
五
八

九
四
万
円
を
、
小
中
学
校
の
校
舎

増
改
築
費
と
し
て
は
、
鉄
筋
、
木

造
を
併
せ
て
総
額
四
億
五
八
六
六

万
円
を
年
度
当
初
に
見
込
み
、
早

期
施
行
を
計
り
ま
し
た
。

昭和35年度足立区歳入歳出予算額 ( 一般会計)
歳 入 歳 出

「カとハエをなくす運動」と
「青少年不良化防止運動」に

対する区補助金がきまる

区内約200 の団体に補助金200 万円を

世帯数に応じて配分することにきまり

ました。

カとハエをなくし
町をきれいに

町会連合会では毎月第3 日曜日を清掃
デーに決めて町の美化運動にのりだし
ました。これには、区役所、保健所、
清掃事務所も協力しておりますので、
区民の皆さまも是非ご協力下さい。

青少年の不良化防止は

町全体の協力で

最近ハイテイーンの不良少年少女が非

常にふえてきましたが、町全体の力で

これらの少年少女を正しく導びくよう

ご協力下さい。
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次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
は
、
都
の
編
成
方
針
に
即
応
し

て
一
応
の
年
間
予
算
二
億
九
二
〇

七
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
す
で
に
御
承
知
の
と
お

り
、
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
、
本
年
度
始
め
て
年
間
子
算

と
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
保

険
給
付
の
ほ
か
、
巡
回
無
料
健
康

相
談
の
実
施
や
、
保
健
衛
生
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
の
作
成
に
八
〇
万
円
、

健
康
家
庭
表
彰
費
に
七
三
万
円
、

移
動
相
談
所
の
開
設
及
び
〝
国
保

だ
よ
り
〟
発
行
に
四
八
万
円
等
を

計
上
し
、

被
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
国
民
健
康
保
険
事
業
の
趣
旨

普
及
に
努
め
ま
し
た
。

昭和35 年度足立区歳入歳出予算額( 国民健康保険事業会計)

歳 入 歳 出

塵
芥
焼
却
場
建
設
に

区
議
会
特
別
委
員
会
を
設
置

区
議
会
で
は
、
近
く
当
区
に
建

設
さ
れ
る
予
定
の
塵
芥
焼
却
場
(

都
第
八
清
掃
工
場
)
に
つ
い
て
の

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
第
八

清
掃
工
場
設
置
対
策
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
調
査
活
動
を
行
つ
て

お
り
ま
す
。

毎
日
、
都
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
四
、
三
四
〇
ト
ン
と
い

わ
れ
、
こ
れ
は
三
日
分
で
丸
ビ
ル

が
一
杯
に
な
る
と
い
う
膨
大
な
量

で
す
。
足
立
区
だ
け
で
も
一
日
二

百
ト
ン
が
排
出
さ
れ
て
お
り
、
今

ま
で
は
こ
れ
ら
の
殆
ど
全
部
を
東

京
湾
や
低
湿
地
の
埋
立
て
に
処
分

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
東
京
都

で
は
、
都
市
計
画
の
一
環
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
最
も
衛
生

的
、
科
学
的
に
処
理
す
る
方
法
と

し
て
、
都
の
周
辺
の
各
区
に
焼
却

工
場
を
増
設
し
て
、
急
激
に
増
加

す
る
都
の
塵
芥
処
理
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
当
区
竹
塚
町
(

東
武
沿
線
毛
長
堀
際
)
に
設
置

が
予
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。特

別
委
員
会
で
は
、工
場
設
置

に
よ
る
煤
煙
、塵
埃
、騒
音
、悪

臭
、カ
や
ハ
エ
の
発
生
、そ
れ
に

道
路
交
通
問
題
等
、
い
ろ
い
ろ
の

公
害
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
結
論

を
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の

た
め
都
の
清
掃
局
関
係
者
を
招
い

て
実
情
を
聴
取
し
た
り
、
三
河
島

や
練
馬
に
あ
る
既
設
の
清
掃
工
場

の
視
察
を
行
な
い
、
ま
た
近
く
当

区
の
関
係
者
を
招
い
て
、
い
ろ
い

ろ
意
見
や
希
望
等
を
き
き
、
今
後

な
お
活
発
な
調
査
活
動
が
行
な
わ

れ
る
予
定
で
す
。

国
民
年
金
係
発
足

―

四
月

十
五
日
―

昨
年
十
一
月
か
ら
福
祉
年
金
が

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
掛
金
な
し
で
支
給
さ
れ
る
制
度

で
し
た
が
、
来
年
の
四
月
か
ら
は

一
般
の
方
々
も
掛
金
を
納
め
て
、

六
十
五
才
に
な
つ
て
か
ら
支
給
さ

れ
る
国
民
年
金
制
度
が
き
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
準
備
の
仕
事
を

す
る
た
め
、
当
区
民
生
課
に
、
国

民
年
金
係
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
掛
金
制
度
の
国
民
年
金
は

今
年
十
月
一
日
か
ら
受
付
を
始
め

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
公
的
年
金
を
う

け
て
い
る
方
、
又
は
今
後
う
け

ら
れ
る
見
込
み
の
あ
る
方
以
外
の

二
十
才
以
上
六
十
才
未
満
の
方
全

部
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
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高
齢
者
に
敬
老
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
す

東
京
都
で
は
、
昨
年
と
同
様
お

年
寄
の
方
に
敬
老
金
(
二
、
〇
〇

〇
円
)
を
贈
呈
し
て
、
敬
老
の
意

を
あ
ら
わ
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
福

祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
高
齢
者
と
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
満
7
5才
以
上
の
方
で

都
内
に
3
年
以
上
住
ん
で
い
る
方

で
す
。

◎
こ
と
し
(
昭
和
3
5年
度
)
の
敬

老
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

1
　
明
治
1
8年
1
月
1
日
以
前
に

出
生
さ
れ
た
方

2
　
昭
和
3
2年
1
月
1
日
以
前
か

ら
都
民
と
な
り
、
住
民
登
録

法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

◎
申
出
書
用
紙
の
交
付

5
月
末
日
ま
で
に
地
区
の
民
生

委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
5
月
末
日
ま
で
に
申
出

書
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、

近
所
の
民
生
委
員
か
、
福
祉
事

務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
申
出
書
の
受
付

6
月
3
0
日
ま
で
、
民
生
委
員
か

福
祉
事
務
所
で
受
付
ま
す
か
ら

お
早
く
申
出
で
て
く
だ
さ
い
。

申
出
の
と
き
は
、
申
出
人
お
よ
び

敬
老
金
を
支
給
さ
れ
る
方
の

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
敬
老
金
を
贈
呈
す
る
日

9
月
1
5日
以
降
に
贈
呈
い
た
し

ま
す
。

◎
次
の
場
合
は
受
給
資
格
者
で
も

敬
老
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

1
　
6
月
3
0日
ま
で
に
申
出
を
し

な
い
場
合

2
　
申
出
を
し
た
が
辞
退
し
た
場

合

3
　
9
月
1
4日
ま
で
に
死
亡
し
た

場
合

4
　
9
月
1
4日
ま
で
に
都
外
に
転

出
し
た
場
合

◎
申
出
の
あ
と
、
住
所
、
氏
名
、

そ
の
他
変
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た

と
き
は
福
祉
事
務
所
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◎
敬
老
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
近
所
の
民
生
委
員
か

福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

東
京
都
足
立
福
祉
事
務
所

千
住
龍
田
町
一
〇
番
地

電
話
(
8
8
1
)
五
九
四
八
番

自
衛
官
の
募
集
予
告

第
一
次
自
衛
官
の
募
集
は

四
月
十
五
日
で
メ
切
り
ま
し

た
が
、
第
二
次
募
集
は
六
月

一
日
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
行

な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら

希
望
者
は
ポ
ス
タ
ー
に
御
注

意
下
さ
い
。

大掃除のお知らせ こ
と
し
の
大
掃
除
は
次
の
日
割

で
行
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

5
月
2
3日
(
月
)

千
住
東
町
、
千
住
旭
町
、
千
住

曙
町
、
千
住
関
屋
町
、
柳
原
町

日
の
出
町
1
、
2
丁
目

(
連
絡
員
詰
所

千
住
大
踏
切
先
)

5
月
2
4日
(
火
)

千
住
橋
戸
町
、
千

住
河
原
町
、
千
住

仲
町
、
千
住
緑
町

千
住
宮
元
町
、
千

住
中
居
町
、
千
住

竜
田
町
、
千
住
桜

木
町

(
連
絡
員
詰
所

足
立
福
祉
事
務

所
入
口
前
)

5
月
2
5日
(
水
)

千
住
1
、
2
、
3
　
4

、
5
丁
目

(
連
絡
員
詰
所

千
住
5
丁
目
公

衆
便
所
前
)

5
月
2
6
日
(
木
)

千
住
大
川
町
、
千

住
元
町
、
千
住
柳

町
、
千
住
寿
町

(
連
絡
員
詰
所
　
大
黒
湯
並
)

5
月
2
7
日
(
金
)

千
住
高
砂
町
、
千
住
末
広
町
、

千
住
八
千
代
町
、
千
住
若
松
町

梅
田
町
、
五
反
野
南
町
　
　
(

連
絡
員
詰
所
　
天
理
教
前
)

5
月
2
8日
(
土
)

本
木
1
、2
、3
、4
、5
丁

目

、
与

野
町

、
西

新
井

町

、
栗

原

町

、
下
沼

田

町

、
上
沼

田
町

高
野
町

、
北
鹿

浜
町

、
北
堀

ノ

内
町

、
加

賀

皿
沼
町

、
谷
在
家

町

、
北

宮
城

町

、
小

台

大
門

町

小

台
町

、

宮
城
町

、
新

田

上
町

新

田
下

町

、
南
鹿

浜
町

、
南

堀

ノ
内
町

、
沼

田
川

端

町

(
連

絡
員
詰

所

栗
原

町
都

営
住

宅
前
)

5
月
3
0

日
(

月
)

島
根
町

、
梅
島

町

、
栗
原

町

、

小

右
衛

門
町

、
千
住

弥
生

町

、

千
住
栄
町
、
東
島
根
町
、
東
栗

原
町
、
六
町
、
竹
塚
町
、
伊
興

町
、
保
木
間
町
、
六
月
町
、
舎

人
町
、
入
谷
町
、
古
千
谷
町

(
連
絡
員
詰
所
・
足
立
保
健
所
)

5
月
3
1日
(
火
)

花
畑
町
、
神
明
町
、
六
木
町
、

内
匠
本
町
、
辰
沼
町
、
東
加
平

町
、
西
加
平
町
、
六
町
、
大
谷

田
町
、
長
門
町
、
蒲
原
町
、
北

三
谷
町
、
佐
野
町
、
上
谷
中
町

下
谷
中
町
、
五
兵
衛
町
、
伊
藤

谷
本
町
、晋
賢
寺
町
、四
ツ
家

町
、二
ツ
家
町
、五
反
野
北
町

伊
藤
谷
西
町
、日
の
出
3
丁
目
　

伊
藤
谷
東
町
、伊
藤
谷
北
町
、

北
三
谷
一
丁
目

(
連
絡
員
詰
所
第
1
8
出
張
所
)

当
日
が
雨
天
の
と
き
は
、
改
め
て

ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。大

掃
除
の
や
り
か
た

1
　
家
の
内
外
を
掃
除
し
て
、

「
タ
タ
ミ
」
は
う
ら
表
を
必
ら
ず

日
光
に
あ
て
、
殺
虫
剤
を
ま
い
て

「
ノ
ミ
」
の
発
生
を
ふ
せ
ぎ
ま
し

よ
う
。

1
　
ふ
だ
ん
掃
除
の
で
き
な
い
床

下
、
天
井
う
ら
、
家
具
類
の
置
場

は
特
に
念
を
い
れ
「
ネ
ズ
ミ
」
の

巣
や
、
通
路
を
ふ
さ
ぎ
下
水
も
流

れ
を
よ
く
し
て
「
カ
」
の
発
生
を

ふ
せ
ぎ
ま
し
よ
う
。

煙
突
、
か
ま
ど
の
掃
除
も
わ
す

れ
ず
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

4
　
土
砂
、瓦
、石
こ
ろ
、瀬
戸

く
ず
は
、で
き
る
だ
け
穴
埋
め
い

た
し
ま
し
よ
う
。

4
　
大
掃
除
の
ご
み
は
、清
掃
事

務
所
で
か
た
づ
け
ま
す
か
ら
、必

ず
赤
旗
等
で
明
示
し
た
と
こ
ろ
に

持
出
し
て
下
さ
い
。

5
　
当
日
は
実
施
指
導
の
た
め
、

腕
章
を
つ
け
た
係
員
が
巡
回
し
て

お
り
ま
す
か
ら
、
不
明
の
点
は
、

ご
相
談
下
さ
い
。

6
　
ふ
だ
ん
の
日
は
勿
論
、特
に

大
掃
除
の
と
き
役
所
の
者
と
偽
つ

て
、
ご
み
箱
、
薬
品
類
を
売
り
つ

け
る
者
が
あ
り
ま
す
が
役
所
で
は

こ
の
よ
う
な
物
品
の
販
売
は
禁
止

し
て
い
ま
す
か
ら
ご
注
意
下

さ

い
。

大
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
を

川
や
ド
ブ
に
捨
て
な
い

よ
う
御
願
い
し
ま
す
。

土
木
課
で
は
毎
日
ド
ブ
サ
ラ
イ

を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
広
い
地

域
に
わ
た
つ
て
ド
ブ
川
が
多
い

た
め
、
ぼ
う
大
な
経
費
が
か
ゝ

り
ま
す
の
で
な
か
な
か
手
が
回

り
か
ね
て
お
り
ま
す
か
ら
御
協

力
下
さ
い
。

ま
め
だ
よ
り

利
息
の
安
い

公
益
質
屋
を
御
利
用
下
さ
い

○
区
営
の
公
益
質
屋
は
千
住
と
本

木
町
の
二
カ
所
に
あ
り
、
安
い
利

息
で
御
利
用
出
来
ま
す
。

○
利
子
は
、
貸
付
千
円
に
つ
き

十
五
日
間
(
半
月
)
十
五
円

三
十
日
間
(
一
月
)
三
十
円

○
貸
付
期
間
は
最
高
四
カ
月
ま
で

○
貸
付
金
は
最
高
八
千
円
ま
で

○
場
所

千
住
公
益
質
屋

千
住
寿
町
三
四

西
新
井
公
益
質
屋

本
木
町
二
丁
日
一
一
四
八

古
米
の
も
ち
米
が

安
く
な
り
ま
し
た

昭
和
3
3
年

産
(
古
米
)

の
も
ち
米
が
4
月
1
5
日
か
ら
一

キ
ロ
九
五
円
だ
つ
た
も
の
が
八

円
安
く
、
八
七
円
と
な
り
ま
し

た
。
3
4年
産
も
ち
米
は
従
来
ど

お
り
で
す
。


